
図1 Xoopsによるイントラネットサイト
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キミの部署
まだイントラサイトないの？

部署内の情報共有にまだ紙の回覧、メ

ールの同報送信を使っていたり、会議で

の連絡がすべてという会社も多いのでは

ないだろうか。当然のように伝達漏れがあ

ったり、記録が残ってなかったり、後から

情報を探せなかったりと効率が悪くなって

いないだろうか。

今回から数回にわたって、そんな問題を

クリアする「Xoops（ズープス）による部署

イントラ」を解説する。部署レベルのイン

「コンテンツマネジメントシステム＝CMS」

は、ウェブコンテンツの制作／運用フロー

を大きく変えるものとして注目されている。

実際、どれほど革新的なものなのか、今回

からはインストールから始めて、実際の運

用まで丁寧にレクチャーしていくつもりだ。

今回紹介する「Xoops」は、ウェブサイトを

手軽に更新できるようにするだけではな

く、掲示板や投票などの機能を簡単に追加

できるようにするシステムだ。日本語の情

報も沢山あり、初心者にとって一番使いや

すいCMSといってもいいだろう。さあ、

CMSの世界に飛び込もうじゃないか！

コンテンツ マネージメント システム

トラネットサイトがあれば、部署内の伝達

事項を集中管理できる。報告や相談も掲

示板を使えるし、メールに毎回Excelのフ

ァイルを添付してみんなに送る必要もなく

なる。

対象としては技術に詳しくない営業マン

を想定するので、「イントラネット作りたい

けど難しそうで」という人も心配はない。

用意するものは、部署で余っているパ

ソコン1台だけだ。必要なものはウェブか

らダウンロードできる。ここではウィンドウ

ズ2000を元に解説するので、できれば

OSはウィンドウズ2000のPCがいい（ウ

ィンドウズ95/98/Meなどもできる限りフォ

ローしていきたいと思う）。メモリーは

128Mバイト、ハードディスクの空き容量は

最低限300Mバイトほどあればいい。

手順としては以下のようになる。

1．ウェブサーバーのインストール

2．データベースのインストール

3．PHPのインストール

4．Xoopsのインストール

5．Xoops起動！！

ではさっそくインストールを始めよう。

ウェブサイト
イントラネット
ホームページ

text : 増田"maskin"真樹　illust : 小松恵

「余ったPC」超活用プロジェクト!!

ゼロ円で作るCMSサイト
Xoopsで営業部イントラを作ろう（1）

第2回

ウェブサイト
イントラネット
ホームページ
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スタートメニューの［ファイル名を指定して実行］

に「cmd」（ウィンドウズ9xならば「command」）

と入力してコマンドプロンプトを開き、「ipconfig」

と入力すればIPアドレスが表示される。

パソコンのIPアドレスを
知るには

図2 アパッチは簡単にインストールできる 図3 MySQL用環境変数の設定
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ウェブサーバー「Apache」の
インストール

ウェブサーバーというと巨大なシステム

を想像する人が多いと思うが、実際には

PCでも動く単なるアプリケーションであ

る。ウィンドウなどは表示されないが、シス

テムに常駐して動作してくれる。

世界でもっとも多く使われている有名な

ウェブサーバーといえば「Apache（アパッ

チ）」 である。原稿執筆時点での最

新版はバージョン 2.0.44だが、ここでは

Xoopsを使う関係上バージョン1.3.27を

使う。バージョン番号は古いが今でも現

役なので安心してほしい。

アパッチを入手するには、アパッチ日本

ユーザーグループのサイト を使うの

がいいだろう。このサイトにはさまざまな

ニュースやマニュアル文書が用意されてい

るので、実際に運用するうえでさまざまな

助けとなるだろう。リンクをたどってWin32

用のバイナリー版「Current Release

1.3.27」をダウンロードする 。

ダウンロードしたファイルをダブルクリ

ックするとウィザード形式でインストールが

始まり、質問に答えていけば完了する。た

だし、「License Agreement（使用許諾）」

の画面では使用許諾を必ず読んで「I

accept...」を選択して次に進む。「Server

Information」の画面では何らかの情報を

入力しなければならない。とはいえ、あと

から設定ファイルを修正できるので、図2

のように上段2つ（ドメイン名とサーバー

名）に入力し、最後の段だけ自分のメール

アドレスを入力しておく。ネットワーク担当

者がいる場合には設定する値を相談して

おくとよい。

これだけ済めば、あとはクリックしていく

だけでアパッチのインストールは完了だ。

ウェブブラウザーを立ち上げて、アドレス

バーに自分のパソコンのIPアドレスを入

力すれば、アパッチの初期設定画面が表

示されるはずだ。

ンストールすれば、システムに常駐して動

作するようになる。Xoopsと連携して動作

するデータベースサーバーは「MySQL」と

いうフリーのものだ。

MySQLのダウンロードには、日本

MySQLユーザ会のウェブサイト を使

うのがいい。「MySQLについて」→「ダウ

ンロードはこちら」とたどってミラーサイトか

ら最新版であるMySQL 3.23のウィンド

ウズ版 をダウンロードする。

ダウンロードしたファイルを解凍したら、

あとはアパッチと同様にウィザードでイン

ストールできる。

インストールが終わったら、コントロール

パネルから「システム」を開き、「詳細」→

「環境変数」を選ぶ。下の「システム環境

変数」で「Path」を選んで［編集］ボタンを

クリックし、「 変 数 値 」の 最 後 に

「;c:¥mysql¥bin」を追加する（図3）。

次にスタートメニューから［ファイル名を

指定して実行］を選び、winmysqladminと

入力する。図4のウィンドウが表示される

ので、ここでMySQLに登録する「ユーザ

ー名」と「パスワード」を設定する。

デスクトップ右下に青信号のアイコンが

表示されれば、問題なく稼働しているとい

うことになる。コントロールパネルの「管

理ツール」から「サービス」を起動すると、

MySQLが動作しているのがわかる。

最後にMySQLの管理者アカウントroot

のパスワードを設定する。スタートメニュ

初挑戦！データベース
「MySQL」のインストール

Xoopsは、さまざまな情報をより高速に

効率よく管理するためにデータベースサー

バーを利用する。稼働形態はウェブサー

バーと同様で、アプリケーションとしてイ
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図4 mySQLのクイックセットアップ 図5 Xoopsのインストール開始画面
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ーの［ファイル名を指定して実行］に「cmd」

（ウィンドウズ9xでは「command」）と入力

してコマンドプロンプトを開き、次のよう

に入力する（「***」には設定したい管理者

用パスワードを入れる）。現在のパスワー

ドを聞かれるが今は空なのでそのまま

Enterキーを押す。2つ目のコマンドは

設定したパスワードのテストだ。

mysqladmin -p -u root password ***

Enter password: 

mysqladmin -p -u root reload

Enter password: ***

プログラミング言語PHPを
インストール

次は、Xoopsのコアともいえるスクリプ

ト言語「PHP」のインストールだ。日本

PHPユーザー会 から「ダウンロード」

の「PHP（本家）」を選び、ウィンドウズ版

のZIPバイナリーをダウンロードする

（インストーラー版もあるが、必ずZIPバイ

ナリーを使う）。c:¥phpというディレクトリ

ーを作り、ZIPファイルを解凍してできる

php-4.3.0-Win32ディレクトリの内容を今

作ったディレクトリーにコピーする。

Xoopsをインストールする環境を整える

には、もう少し作業が必要だ。

まず、c:¥phpディレクトリーを開き、そこ

にあるphp4 t s . d l lというファイルを

c:¥winnt¥system32にコピーする（ウィン

ドウズ9xの場合はc:¥windows¥system）。

次に、インターネットマガジンのウェブサ

イト の、本連載のサポートページか

ら「Xoops用設定ファイル」をダウンロー

ドして、解凍する。php.inとhttpd.confと

いう2つのファイルを、それぞれ以下の場

所にコピーする（すでにファイルがある場

合にも上書きしてしまう）。

・php.iniファイル

→c:¥winnt

（ウィンドウズ9xではc:¥windows）

・httpd.confファイル

→C:¥Program Files¥Apache 

Group¥Apache¥conf

これで作業は完了だ。スタートメニュー

の［Apache HTTP Server］→［Control

Apache Server］からRestartを選んでア

パッチを再起動すれば、あとはXoopsをイ

ンストールするだけだ。

ついに到達！Xoopsを
インストール！！

これまでのインストール作業とは大きく

異なり、Xoopsのインストールはとても簡

単である。というのも、Xoopsのインスト

ーラーはウェブブラウザーから起動するも

のなので、ファイルの設定などの面倒な作

業がまったく生じないのだ。

ファイルのダウンロードは「XOOPS公

式サイト」 の左メニューから「ダウン

ロード」を選択して行う。バージョン1.3の

コアパッケージをZIP形式 でダウン

ロードする（バージョン2はまだ開発中な

のでここでは1.3を使う）。

ファイルを解凍して出てくるhtmlディレ

クトリーの中身を以下のディレクトリーに

「xoops」というフォルダを作ってコピーす

る。このディレクトリーは、ウェブサーバー

「アパッチ」の、公開用ファイルを置く場所

だ。

C:¥Program Files¥Apache 

Group¥Apache¥htdocs

それではブラウザーを立ち上げ、アドレ

スに［http://サーバーのIPアドレス/xoops/

install.php］と入力してみよう。これが実

は、xoopsのインストールプログラムなの

である。図5の画面が表示されればPHP

で動くインストールプログラムが機能して

いる証拠だ。「Japanese」を選択して先に

拡張子が表示されなかったりファイル自体が見

えなかったりする場合は、ウィンドウのメニュー

から「ツール」→「フォルダオプション」を開き、

「表示」タブで「すべてのファイルとフォルダを表

示する」を選択し、「登録されているファイルの

拡張子は表示しない」のチェックをはずす。

.iniや.dllのファイルが
見つからない
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進もう。

詳細な設定画面が現れる（図6）。ここ

では、データベース（MySQL）接続のため

に、図4でMySQLに登録したIDとパスワ

ードを設定する。「データベース名」は適当

な名前で構わない。「XOOPSへのURL」

だが、「サーバーのIPアドレス/xoops」と間

違いのないように入力しよう。（図6）

無事にデータベースとの接続が実現す

れば、Xoops用のユーザー名とメールアド

レス、パスワードを設定する画面が表示さ

れる。ここで「データベーステーブルを作

成する」ボタンを押して無事に処理が進め

ばすべての作業が終了する。

CMSシステムXoops起動
まずは日本語化だ！

ついにインストール完了！さっそくXoops

を起動してみよう。やれることはたくさんあ

る、まず初めに管理者モードにログインし

て各種設定をチェックしてみよう。

ブラウザーでXoopsのパス（http://サー

バーのIPアドレス/xoops/）を開けば、

Xoopsの基本画面が表示される（図7）。

現在のところ、英語表示で何も登録され

ていないわけだが、立派なポータルサイト

っぽくいろいろできそうな感じだ。

インストール時に登録した、Xoops管理

者用のIDとパスワードを入力してログイン

をしてみよう。ログイン処理が行われ、初

めの画面に戻っているはずだ。今度は管

理者としてログインしているので、左上の

メニューが少し変わっている（図7右上）。

「Administration Menu」をクリックして

管理者メニューに移動し、左上の

「SystemAdmin」ボタンをクリックして、メ

ニューから「Preferences」をクリックしよ

う。表示されるメニューの「Defau l t

Languages」を「Japanese」に切り替えて

「Go」ボタンを押せば、すべてが日本語に

切り替わる（図8）。

英語が得意じゃない人は、一安心だ…

…といいたいところだが、Xoopsの機能は

非常に多い。一見したところで、内容を把

握できるというものではないのだ。

ここで「System Admin」から「モジュー

ル管理」を選択してみよう。ずらっとバナ

ーみたいなリストが並ぶはずだ（図9）。

これらすべてがXoopsで管理できる「情

報コンテナ」の一覧であり、これらをイン

ストールしたり設定したりしてXoopsの画

面を作っていく仕組みだ。前回説明した

が、Xoopsとは、「 eXtensible Object

Oriented Portal System」の略で、直訳

すると「拡張可能なオブジェクト指向ポー

タルシステム」となる。そのゆえんとなる

のがこの「モジュール管理」だ。赤い文字

でアクティブとなっている上の3つはすで

にインストールされ稼働しているものだ。

図6 日本語で表示されたXoopsのインストール画面

図7 立ち上がったXoopsサイトに管理者でログインしよう

図8 Xoops全体の一般設定画面

もしどうしてもXoopsがうまくインストールできない場合には、Xoopsを無料でセットアップしてくれるホ

スティングのmyWebJapanを検討するといい。

最も安い「UNIXミニ」プランだと、月額1,500円で、ハードディスク容量50Mバイト、月間転送量 1.5G

バイト、POP3メール／転送メール無制限、サブドメイン無制限、MySQLデータベース1個、PHP 4.2.2、

カスタムCGIというサーバーをレンタルできる。

myWebJapan http://www.myweb.ne.jp/

Xoopsがセットアップされた
ホスティングサービス
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すぐに使えるXoops
伝達事項を

ニュースの投稿で

すでにアクティブになっているモジュー

ルの1つ「News」をクリックして、ニュース

を投稿してみよう。フォームが登場するの

で、説明に従って入力していくだけでいい

（図10）。これは管理者だけが登録できる

ニュースで、ニュースのタイトルと本文を

入力して、一番下の「プレビュー」を「保存」

に変えてから「送信」ボタンを押すと、書い

た内容がトップページに自動的に表示さ

れる（図11）。ほかのユーザーはこの記事

に対しコメントを書き込むことができる。ト

ップページで記事の下にある「コメントす

る」ボタンを押して「投稿する」をクリック

すれば、ニュースに対するコメントを追記

することもできるのだ（図12）。

◇　◇　◇

まだ何もインストールしていないXoops

だが、それでもニュース配信と投稿機能は

稼働した！ この機能を使えば、部署内の

伝達や簡単な情報共有ができる。

次回は、Xoopsのすばらしい機能にぐ

んと踏み込んで紹介していく。仲間全員

が使いこなせるCMSサイトを目指してがん

ばろう！

http://www.apache.org/

http://www.apache.jp/

http://www.apache.jp/dist/httpd/

binaries/win32/apache_1.3.27-win32-

x86-no_src.exe

http://www.mysql.gr.jp/

http://www.softagency.co.jp/

MySQL/Downloads/MySQL-3.23/

mysql-3.23.55-win.zip

http://www.php.gr.jp/

http://jp.php.net/distributions/

php-4.3.0-Win32.zip

http://internet.impress.co.jp/

http://jp.xoops.org/

http://telia.dl.sourceforge.net/

sourceforge/xoops/xoops_v1_3_8.zip

図9 Xoopsのモジュール管理画面 図10 管理者用のニュース投稿機能

図11 投稿したニュースはトップページに表示される 図12 ニュースにコメントを付けることもできる

筆者プロフィール

増田"maskin"真樹
フリージャーナリスト＿情報デザイナー。1999年
米国シリコンバレーにてベンチャー企業の立ち上
げに参加。帰国後もネットエイジ（http://www.
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ち上げに従事する。現在、関心空間ポータル
（http://www.kanshin.jp/）のウェブマスターおよ
び「オンライン・コミュニティ・デザイン・ニュース」
（http://www.kanshin.jp/portal/ocdn/）の編集長
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Ｑ：Movable Type（以下MT）開発のきっ

かけは？

ベン：以前ミーナはほかのウェブログツー

ルを使っていたんですが、安定性や機能

の面で不満があるというので、彼女が求

めるコメント機能やカテゴリー機能を実現

したものを作ってみたんです。そのサイト

を見た人たちから「このシステムを自分も

使いたい」というレスポンスをたくさんいた

だいたのがきっかけで、2001年の10月に

最初のバージョンを公開しました。それ以

来、多くのユーザーの要望を取り入れて

いろんな機能を追加してきました。

ミーナ：開発当初から、用途をウェブログ

に限らず、負荷の軽いコンテンツマネジメ

ントツールを作りたいと思ってたんです。

Ｑ：日本のユーザーがこれほど増えるとは

予想してました？

ミーナ：全然（笑）。あらためてインターネ

ットの力を感じます。私たちの小さなアパ

ートメントの部屋で作られたものが世界を

旅して、言葉の障壁まで超えるなんて。

ベン：MT本体での多言語対応にも取り

組んでいますが、これがなかなか難しくて。

ゆくゆくは、異なる言語の複数のウェブロ

グを簡単に管理したりということもできる

ようにするつもりです。

ミーナ：今回日本のユーザーに会って意見

を聞いたり助力を得たりできたのはとても

よかったよね。だってアルファベットを使

わない文字コードとなると、私たちだけで

はもうお手上げですから。

Ｑ：これからの開発の予定は？

ベン：当面はパーソナルなコンテンツ管

理システムという方向性で続けます。新し

く準備しているのはSix Acrossという手

軽なホスティングサービスで、MTをベー

スにウェブログやフォトアルバムなどのコ

ンテンツを簡単に管理できるようになる予

定です。

ミーナ：今、MTのユーザーにとって最大

にして唯一のハードルになっているのが、

最初のインストールとセットアップなんです

よね。このサービスでは初心者でも気軽

に始めてもらえるし、HTMLを知らなくても

サイトの見た目や使い勝手をカスタマイズ

できるようになります。

ベン：ほかにも「最近見た映画10本」「聴

いている音楽」など、これまでのユーザー

が別のウェブログを立ち上げて管理して

いたようなコンテンツを簡単に一覧にでき

るリスト機能を予定しています。

ミーナ：あとは、非登録者からのアクセス

を制限する登録機能。これもユーザーか

らの要望が多かったんです。これらの機能

は、ユーザーの反応を見ながらソフトウェ

http://www.movabletype.org/
http://www.movabletype.org/
spotlight-full.shtml

開発当初から、Blogだ
けじゃない、軽いCMS
ツールを作りたいと思っ
てました。――Mena

interview : Movable Type作者

ベン＆ミーナ・トロット＜Ben & Mena Trott＞

ホスティングサービス、
多言語・多RDBMS対応、数々の新機能……

進化を続ける
Movable Type

前号でも紹介したMovable Type の作者、トロット夫妻が来日。日本のユーザーとの交流を深めた。日本

の携帯電話の話となると「未来にいるみたい！」と子どものように目を輝かせる2人だが、世界中に1万5千を

超えるユーザー（ダウンロード数やユーザー登録数からの推計）を擁するソフトウェアとなった今でも、ベンが

エンジニア、ミーナがデザイナー兼マネージャーと、ほぼ2人でプロジェクトを切り盛りしているという。

ア版のMTにも取り入れていきますね。

Ｑ：MTのユニークな使用例を紹介してい

ただけますか。

ミーナ：オンラインマガジンの発行システ

ムとして使われているケースは多いです

ね。MTを使ったフォトギャラリーで自分の

撮った写真を販売している方もいるんで

すよ。あとは、私たちも直接協力したので

すが、サンフランシスコのある高校では、

サイト全体がMTで管理されていて、ほぼ

すべての機能を極限まで使い尽くしてい

ます（笑）。

ベン：注目サイト紹介のコーナー で

もいくつか紹介しているので見てみてくだ

さい。ウェブログ以外にもさまざまな使い

方をしている人たちがいますよ。

2月13日にリリースされたMovable Type

バージョン2.6では、外部データベースと

して新たにPostgreSQLとSQLiteに対応。

また、クリエイティブコモンズのライセンス

対応など、数々の新機能が追加されてい

る。2人を中心に進化し続けるMTに今後

とも注目したい。

聞き手：先田千映
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